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●開館時間／AM9：00～PM5：30
●休館日／月曜日
●入館料／大人200円
　　　　　小・中学生100円
　（団体割引・障害者割引あります）

  4日（水）「発電のしくみ 電気実験教室」
  7日（土）「天竜峡の森を歩こう」
10日（火）「盆ござを編んでみよう」
21日（土）「岸辺を守れアレチウリ退治」
28日（土）「秋の花で押し花を作ろう」

  4日（土） 「発電所に行ってみよう」
11日（土） 「お月見団子作り」
18日（土） 「身近な草木を知ろう」（高校生以上）
25日（土） 「秋の水生昆虫観察」

かっぱの人形や絵巻。表情もポーズもそれぞれ個性的。

かっぱの姿をした外観。顔のところは展望室になっています。

ハッチョウトンボは、体長2センチメートル弱で世
界最小のトンボです。名古屋市矢田の八丁畷（はっち
ょうなわて）に多数生息したのでこの名があります。

かつては、平地や丘陵地の湿地などに広く生息し
ていましたが、近年こうした環境での開発が進ん
だ結果、非常に希少な昆虫となってしまいました。
天然記念物に指定している市町村もあります。
私たちは、このトンボを保護し、生息環境の整備、
観察会の開催等の活動をしている団体です。こう
した活動を通じて環境保全の意識を高め、また、
環境教育や親子ふれあいの場を提供していきた
いと考えています。
昭和63年に駒ヶ根で生息が確認された時には
数匹だけで、当初は愛好者たちで静かに見守っ
ていましたが、その後公開することによって、
保護活動への関心が高まってきました。そして
今では多い日には1000匹以上観られる場所が
あります。また、今年駒ヶ根市の「市の昆虫」に
指定されました。

5月上旬から9月上旬まで観察できますが、8月お
盆までが見頃です。是非一度観察に出かけてみ
てください。場所は駒ヶ根市南割（みなみわり）
公園アルプス球場隣です。トンボの池には、上伊
那産のメダカも泳いでいます。

駒ヶ根市では、天竜川に伝わる河童伝説をもと
に“かっぱの里づくり”をすすめています。市内
の天竜川流域には、水と緑に親しむ施設が点在
し、「天竜かっぱ広場」もそのひとつ。広場のシ
ンボル「おもしろかっぱ館」は、建物自体がかっ
ぱの形をしたユニークな施設です。

「おもしろかっぱ館」の館内には、かっぱの人形
や絵巻、かっぱから作り方を教わったという妙
薬の資料など、かっぱ伝説にまつわる展示物が
ずらり。講座やサークル活動、各種イベントなど、
市民の生涯学習の場としても利用されています。
この夏は、親子が一緒になって自然とふれあえ
るイベントを数多く開催します。ご家族みんな

7月24日（土）親子自然教室「水生生物・昆虫観察教室」
8月 1日（日）親子ふれあい事業「木工教室」
8月 8日（日）親子自然教室「石ころウォッチング」
9月 5日（日）親子自然教室「夏の天体観測教室」

●開館時間／AM9：00～PM5：00
●休館日／毎週月曜日および祝日の翌日

かわらんべでは、毎週土曜日の『かわらんべ講座』をお手
伝いしていただけるボランティアさんを募集していま
す。高校生以上の健康な方であれば、どなたでもOK！特
別な技術はいりません。ひとつの講座を「大きな家族」と
考え、参加する子供たちの「お
兄さん」「お姉さん」役として、
一緒に自然体験してみませんか。
詳しくは、お電話・メールなど
でお問い合わせください。

●Eメール kawaranbe@tenjo.go.jp


